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会 議 録 

 

 

 

会 議 名 令和５年度第４回東松山市きらめき市民大学理事会 

開 催 日 時 令和６年２月２６日（月） 

開 会 １０時００分 

閉 会 １２時１５分 

開 催 場 所 きらめき市民大学 研修室３ 

会 議 次 第 

１ 開会 

２ 挨拶 

３ 議題 

（１）令和６年度学生募集状況について 

（２）令和６年度カリキュラムについて 

４ その他 

５ 閉会 

公開・非公開の別 公 開 傍 聴 者 数     ０人 

非公開の理由 

（非公開の場合） 
 

委員出欠状況 

理事長 横 山  和 子 出席 理 事 栗 原   健 出席 

理 事 

職務代理 
田 中  博 史 出席 理 事 𠮷 澤  静 子 出席 

理 事 玉 木  啓 一 出席 理  事 栗 原  一 博 出席 

事 務 局 

生涯学習部次長 田島 信子 きらめき市民大学事務局長 小関  一史 

きらめき市民大学主査 大野 葉月 きらめき市民大学主任 栗原  進 

  

  

様式第３号（第８条関係） 
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次   第 顛               末 

１ 開  会 （司会） 

ただいまから、令和５年度第４回東松山市きらめき市民大学理事会を

開会します。私は、本日の司会を担当いたします、事務局長の小関と申

します。当会議は、東松山市きらめき市民大学運営規則第３条第２項の

規定により「会議は、理事の過半数が出席しなければ、これを開くこと

ができない」とされていますが、本日は理事総数６名に対し、全員６名

の出席をいただいていますので、会議は成立しましたことを御報告しま

す。 

２ 挨 拶 （司会） 

はじめに、田島次長より御挨拶をお願いいたします。 

（田島次長挨拶） 

田島次長ありがとうございました。 

続きまして、横山理事長より御挨拶をお願いいたします。 

（横山理事長挨拶） 

横山理事長ありがとうございました。 

（司会） 

 それでは、きらめき市民大学運営規則第３条第１項の規定により、横

山理事長に議長をお願いいたします。横山理事長は、議長席への異動を

お願いいたします。 

３ 議  題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（議長） 

しばらくの間、議長を務めさせていただきます。皆様の御協力をお願

いいたします。議事に入る前に、会議の公開等について事務局より説明

をお願いします。 

（事務局） 

会議の公開について御説明します。この会議の開催にあたっては、東

松山市審議会等の会議の公開に関する要綱に基づき、会議の公開、会議

録の作成、会議録への署名が定められております。要綱第３条では、会

議の長がその会議に諮り、会議の公開又は非公開を決定します。なお、

一部又は全部を非公開とした場合は、その理由を明らかにしなければな

らないとされています。また、第６条では、会議を公開する場合、会場

に傍聴席を設けること、第８条では、会議終了後、速やかに会議録を作

成し、長が指名した２人以上の者の確認を得ることとされています。 
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議題（１） 

令和６年度学生

募集について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（議長） 

説明が終わりました。ただいまの説明につきまして、何か御意見はあ

りますか。 

（意見なし） 

（議長） 

御意見・御異議がないようでしたら、「会議は公開とし、会議録は要

約方式で発言者の欄に理事名を明記し、内容の確認は理事が交代で行

う」こととします。会議を公開としましたので、会議録も開示すること

になります。会議録作成後、内容を確認していただく署名理事について

は、本日は、私から指名させていただきますが、よろしいでしょうか。 

 （意見なし） 

（議長） 

それでは、田中博史理事、栗原健理事に議事録への署名をお願いいた

します。 

事務局にお伺いします。本日の傍聴者はいますか。 

（事務局） 

傍聴者はいません。 

 

（議長） 

それでは、これより議事に移ります。始めに、「議題（１）令和６年

度学生募集について」事務局より説明をお願いします。 

（事務局説明） 

（議長） 

ありがとうございました。 

議題１について、みなさんから質疑はありますか。 

（栗原一博理事） 

 ここ５、６年の傾向はいかがですか？ 

（事務局） 

 ここ３年、定員割れはございません。コロナ前に定員割れがございま

して、その後募集に力を注いでまいりました。 

（吉澤静子理事） 

 在校生について、退学により学部ごとの人数の偏りがでていますが、

くらしと健康学部の応募が少ないことに関係がありますか。それぞれの

学部の人気の傾向はどうですか。 
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（事務局） 

 学部の応募状況は、年によって異なります。くらしと健康学部は一般

的に多くの方が関心のある分野ですが、近年の傾向として、テレビドラ

マの影響で歴史・郷土学部の人気が高まったこと、国際・文化学部は過

去に比べ新規授業への刷新が多数あり学生からの評価が上がったこと

などから、相対的に差が出ていると推察します。 

また、例年卒業する学生の約半数が再入学する傾向があります。 

現在の２年生が６２名であり、半数が再入学するとしても３０名弱で

すので、そうしたことも応募者が少ない原因ともなっています。 

（事務局） 

定員割れしている状況に対し、追加募集を考えています。期間は３月

１日から２週間、その際、同じ学部に２回目の入学をすることを許可し

たいと考えており、ご検討お願いいたします。 

（玉木理事） 

基本は許可していなかったことをここで許可となると、今回だけ再募

集する中で特例とするのか、来年度以降も許可するのか、はっきりした

ほうが良いと思います。 

（事務局） 

この再入学の取り扱いについては今回の再募集の中だけとします。ち

なみに同様の再募集は６年前にも実施しています。 

卒業生で、過去の再募集のことを知り、再入学ができる事を期待して

今年の応募状況を聞いてくる方もいます。 

今年度の再募集は定員割れしている、くらしと健康学部と歴史郷土学

部が対象です。 

（玉木理事） 

再募集があった年は、卒業後の同じ学部に入学することができたので

すね。事例があるのなら了解しました。 

（𠮷澤理事） 

 運営規定で「２年続けて同一学部への入学は認めない。」とあります。 

１年おいて再入学することはいいのですね。 

 

（事務局） 

かつて開校当初は入学申込の倍率が高く、規定に連続許可を認めてい

ませんでした。吉澤理事がおっしゃるように、１年おいて再入学するこ
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議題（２） 

令和６年度カ

リ キ ュ ラ ム

（案）について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とは可能である、とする規定となっております。事務局としては、規定

どおり連続して同じ学部には入れず、他の学部からの入学は認めたいと

考えます。 

 

（栗原一博理事） 

規定にある以上、そのようにするのが良いと思います。 

（事務局） 

もう一点確認したい事項がございます。各学部の教室の席数は３６席

あるため、追加募集で定員の３０人を超えた場合、事務局としては最大

３６名まで認めたいと考えます。 

（議長） 

いかがでしょうか？よろしいでしょうか。 

（一同） 

意義なし。 

（事務局） 

確認させていただきます。追加募集は、３月１日から３月１４日まで、

募集は定員割れしている学部のみ、受付は先着順で各学部最大３６名に

達した時点もしくは締切時点で終了する、といたします。 

 

（議長） 

よろしいですね。ありがとうございました。 

では次の議題、令和６年度カリキュラム（案）についてお願いします。 

（事務局説明） 

（議長） 

ありがとうございました。 

議題２について、何か御意見、御質問はありますか。 

（玉木理事） 

 いつものように優秀な方々が講師で素晴らしいです。 

（田中理事） 

 特にございません。 

（栗原健理事） 

 これだけのスタッフをそろえ、しかも新しい講座をどんどん組み入れ

ていただき素晴らしいと思います。 

（吉澤理事） 
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４ その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 閉会 

 

 

教養科目の新しい科目に対して、入学後の具体的な役割を果たしてい

く上で「上手なコミュニケーションの取り方」等、意識して組み立てて

いただいている、と感じました。また、歴史・郷土学部で古代から近世

までを取り入れているのは、魅力的であると思います。 

（栗原一博理事） 

私も皆様同様素晴らしいと思うほか、特にございません。 

（議長） 

 どうぞよろしくお願いいたします。皆様、お忙しいと思いますが、お

時間がございましたら、普段の講義をお聴きになると共に、学生の様子

をご覧になっていただきたいと思います。この件につきましては、よろ

しいでしょうか。 

ありがとうございます。議事については以上です。 

  

（議長） 

「４ その他」について事務局より説明をお願いします。 

（事務局説明） 

（議長） 

 ありがとうございました。 

 （議長） 

 本日の議事はすべて終了とし、議長を降ろさせていただきます。慎重

審議いただきありがとうございました。 

 

（司会） 

長時間にわたり、慎重審議いただきありがとうございました。 

なお、署名をお願いしました田中博史理事、栗原健理事には、会議録

が出来上がり次第、御連絡いたしますので、内容を御確認いただきます

よう、お願いいたします。 

以上をもちまして、令和５年度東松山市第４回きらめき市民大学理事

会を終了いたします。ありがとうございました。 

上記会議の顛末を記載した内容について、相違ないことを証します。 

 

令和 ６年 ３月１８日     署名理事  田中 博史         

 

                 署名理事  栗原   健         


